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1V　結　　語
　I　間題の所在
　筆者は，カンタベリ司教座聖堂付属修遣院
（CanterburyCathedralPriory）が中世のケン
ト州で展開した農業経営を明らかにする一端と
して，すでにGreat　Chartマナーの直営地耕作
を分析した1〕。このマナーでは，14世紀初頭に
小麦生産の著しい拡大が見られたが，それは
1308年から14年までの一より正確に言えば，
1305－08年のある時点に始まり，14年あるいは
15年に終わる一極めて短期的な現象であっ
た。1308－14年の小麦の作付面積は年平均
125a．（エイカー）であったが，これは1289～
1304年の66a．のおよそ1．9倍に相当する。その
後小麦生産は一転し，1316－27年の作付面積は
ピーク時の約62％にあたる77a．にまで縮小され
た。
　筆者は，直営地耕作におけるこの極端な拡大
と縮小がいかなる動機に基づいて行われたかを
検討し，以下のような結論に達した。すなわち，
小麦を中心とする穀物の増産が，価格に反応し
て行われたものではなく，修遺院の穀物需要に
応えるために行われたものであること，また劣
悪な土壌条件を改善するために費用のかさむ泥
灰土の散布を行ったにもかかわらず，生産性の
低下と農業収益の悪化が生じ，これが穀物生産
縮小の原因になったこと，以上である。
　本稿の分析対象であるEb㎝yも，Great
Chart同様，カンタベリ修道院に属するケント
州内のマナーであるが，ここでも14世紀初頭に
小麦の作付面積が急激に拡大された。1305－14
年の平均播種面積は1295～1304年（7．3a）のお
よそ5．4倍にあたる39．1a．に達しており，Great
Chartを上回る規模の拡大がみられた。小麦生
産の拡大が短期的な現象に終わった点もGreat
Chartと同じであったが，直後の1316－24年の
播種面積は33．5a．とピーク時の86％にとどまっ
ており，縮小の程度はEbonyのほうがずっと
ノ』・さかった。
　本稿では，Great　Chartとの比較を意識しつ
つ，14世紀第1四半期のEb㎝yマナーにおけ
る著しい穀物生産の変動を分析し，変動を引き
起こした要因を明らかにする。分析した史料は
CanterburyCathedralArchivesCo1lectionに収
められたEbonyマナーの「荘役会計報告書」
（C・吻・物∫舳4・舳伽肋b舳，S・・jea・t’s・c・
coumtofEbo皿y）のオリジナル・マニュスクリ
プトである呈）。考察期間は1286年から1324年ま
でのおよそ40年間であるが，とくに14世紀初頭
が分析の中心である3〕。
皿　直営地耕作
　この節では，はじめに耕地制度を，ついで穀
物生産の推移を考察する。
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　1〕インフィールド・アウトフィールド制
　Eb㎝yはケント南部にあり，Isle　of　Oxneyお
よびその周囲の沼沢地を領域とする湿地帯のマ
ナーで，Rother川をもって北および東側の境
界としていた』〕。このため，堤防を築いて河川
の氾濫に備えるとともに，内部の湿地を干拓し
て耕地や放牧地を拡大した。Ebonyの干拓事業
は，遅くとも13世紀初頭5〕，おそらくはそれ以
前に開始されており，われわれの考察期間中も
事業は継続されていた。荘役会計報告書には，
堤防の建設と強化・水路の開設と補強のための
費用がかなりの額でほぼ毎年支出されている6）。
　こうした状況を反映して大小さまざまな耕地
片が湿地に存在した。湿地にある耕地はマー
シュランド（marsh1and，‘鮒α伽伽〃｛sco）と呼
ばれ，湿地以外にある耕地はアップラン’ド
（up1and，サ2舳舳α伽：高台の耕地）と呼ばれ
ていた。マナーの土壌が石灰分の少ない痩せた
ものであったため，マーシュランドは無論のこ
と，アップランドも穀物栽培に適しているとは
言い難い耕地であったf）。土壌条件が劣悪であ
るという点でGreatChartに類似していた
Eb㎝yでは，GreatChartと同じ耕地制度，「イ
ンフイールド・アウトフィールド制」（infield・
outfie1d　system）を採用していた。これは，耕
地をより肥沃な部分（インフィールド）と地力
の乏しい部分（アウトフィールド）に二分し，
前者で集中的・継続的な栽培を行い，後者で一
時的あるいは断続的な栽培を行うものである。
インフィールド・アウトフィールド制は，劣悪
な耕地の多い地域でしばしば採用された制度で
あり，カンタベリ修道院のマナーにとっても決
して珍しい方法ではなかった島）。
　インフィールド・アウトフィールド制の実態
を知るためには，播種された耕地を把握する必
要がある。その手がかりとなる耕地名が初めて
登場するのは1304年の会計報告書であり，その
後24年の報告書まで播種地は例外なしに記載さ
れた。1304年に耕地名の記載が始まったことは，
後述するように，1303年に初めて泥灰土と石灰
の散布（伽伽舳，marli㎎；∫伽伽肌1imi㎎）
が実施されたことや，1305年に小麦の播種面積
が初めて20a、を超えたことと無関係ではなく，
マナーが穀物生産に真剣に取り組みはじめたこ
とを示すものである。1304－24年のEb㎝yの
耕地の利用状況を示したものが表1である9〕。
　表1からは以下の諸点を指摘することができ
よう。
　①アップランドには，ほとんど休閑なしに利
用されたM．Donne，N．Hassok，Hongyndeheldeの
ような耕地がある一方、4年以上にわたる休閑
の後に利用されたO．BotfeldeとP．Donne，ほと
んどオート麦しか栽培されなかったVetus　For－
stalleのようにアウトフィールドに近い形の耕
地も存在する。しかし，作付の頻度，作物の種
類からみて，アップランド全体がインフィール
ドとして位置付けられていたように思われ
るω。輸作の方法は耕地によってさまざまであ
り，アップランドに共通のパターンを見いだす
ことは不可能である。
　②マーシュランドには，アツプランドの
Vetus　Forsta1leよりも播種頻度の高いFryd㎝・
neが存在するものの，1307－11年の5年間以
外はまったく利用されなかったSnelmames£
leteや，1年おきに利用されたFozelhock，
Wynenefeldeなど，利用頻度の低い耕地がほと
んどであり，マーシュランド全体がアウト
フィールドとして利用されていたようである。
　③作付面積がわずかなライ麦と作付回数の少
ない大麦を除けば，アップランドでは小麦を中
心に，オート麦，豆類（ソラマメとカラスノエ
ンドウ）がすべてひろく播種されていた。これ
に対し，マーシュランドではオート麦がほとん
どで，小麦と豆類は少なく，とりわけ豆類は
Fryd㎝neのユ311年を例外としてまったく植え
られなかった。マーシュランドの唯一の例外も
含めて，豆類はほとんどの場合小麦の後作とし
て植えられていた。
　このように，条件の良いアップランドはイン
フィールドとして継続的に利用され，小麦と
オート麦，とくに小麦が集中的に栽培されてい
た。他方，地力の劣るマーシュランドはアウト
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表1　インフィールド・アウトフィールド制（単位1エイカー）
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〔備考〕・耕地名に付された略号は，N1Ne出ere（＝Lower），O1Oppe肥（＝Upper），M1Magna（＝Great〕．P1Par・副（＝Litωを表わす。
　　・上段のアルファベットは作物の種類｛B：大麦，0：オート麦，R1ライ麦，W：小麦，b：ソラマメ，v：カラスノエンドウ〕
　　を表わし，下段の数字は播種面積を表わす。ただし，大麦とオート麦は冬蒔き，春蒔きの別を考慮しないで表示したものであり，
　　播種面積は1エイカー未満を切り捨てたものである。
フィールドとしてさまざまな形で利用された
が，小麦はわずかしか栽培されず，もっぱらオー
ト麦の生産にあてられていた。GreatChartで
は小麦がアウトフィールドでも積極的に栽培さ
れていたから’’〕，アウトフィールドでの栽培が
例外的であったEbonyのほうが恵まれた条件
の下で小麦生産を拡大したことになる。
　2）藪物生産の推移
1286年から1324年までのおよそ40年間の播種
面積を，小麦，ライ麦，大麦，オート麦，豆類
の5つに分類して示したものが表2－1であ
る。
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表2－1 梧竈面和（単位：エイカー）
年度 小 麦 ライ麦 大 麦 オート麦 豆 類
△口 計
a． ＝ ％ a． ＝ ％ a、 ＝ ％ a． ＝ ％ a． ＝　％＝16．2 a．
1286 16％≡ 11．8 8％
＝
6，2
＝ 104 ＝＝ ＝ ＝ ＝ 75．8 8％ 137％
1287 15 ＝ 1O．4 1 ＝ 0．7 ＝ 120％： 83．8 7％ 1＝ 5，1＝ 1 143％1288 13 ＝ 9．9 4％ 1＝ ＝ 3．4 ＝ 114％； 86．7 ＝ 132
1289 9 ＝ 7．0 3 ＝ 2．4 1 112 ＝ 87．5 4 ＝j 3．1 12葛1290 12 ＝ ＝ 3．2 ： 101 ：＝ 9．5 4 ＝ ＝ ： 80．5 8％ ： 6．8 125％
1291 12％1 8．5 6 14．2 i 117 i81．5 8％ ＝： ＝ 5．8＝ 143％1292 10％
＝
7．7 4％ ＝ 3．3 ＝ 112 ＝ 82．7 8％ ＝ 6．3 135％1293 9 ＝ 6．6 6 ＝ 4．4 ： 115 ＝： ＝ 84．9 5％ ＝ 4．1＝ 135％1294 9 ＝ 6．6 1 10．7 ＝ 127％＝ 92．7 ＝＝ ＝ 137％1295 2 1．5 2％ ＝ 1．7 ＝ 130 ＝ 96．8 ； 134％
1296 6垢 ＝ 4．4 7％ 4．9 132％88，7 3 ＝＝ ＝ 1 2，O＝ 148％1297 3％ ＝
＝
2，5 2％ ＝ 1．7 ＝ 121 ： 95，8 ＝ 126％
1298 4 2，7 6 ＝ 4．1 ＝ 137 ＝ 93．2 ＝ 147
1299 7％ 5，O 5％ 3．9 ＝： ： 135 91，1＝ i i 148％1300 7 ＝ 4，8 81％ ＝ 5．8 ＝＝ ＝ 131 ＝ 89，4 ＝ 146％1301 8％ ＝ 5．4 6％ ＝ 4．工 ＝ 138％＝ 90．5 ＝＝ ＝ ＝ 152％1302 10 ＝ 7．5 31垢 ＝ 2．6 ＝＝ ＝ 119％＝ 89，9 ＝ 1331303 7％ ＝ 5．0 1 ＝ O．7 ＝ 140切＝ 93．0 2 ＝： ＝ ＝ 1．3 150％1304 16％＝ 11．3 ＝ ＝＝ ＝ 129詔＝ 88．0 1 ＝ O．7 147％1305 21％＝ 15．5 3 ＝ 2．2 3％ ＝ 2．6 106 ＝ 77．5 3 ＝＝ ＝ ＝ 2．2 136％1306 29 ＝ 20．1 8％ ＝ 5，7 10％＝＝ ＝ 7．3 88弘＝ 61．3 8 ＝ 5．6 1441兆1307 40％＝ 25．4 4％ ＝ 2，8 15 ＝ 9，3 90 ＝ 56．O 1O％ ＝＝ ＝ 6．5 160％1308 36％＝ 20．3 ＝ 11％1＝ ： 6．3 119％＝ 66．4 12％ ＝ 7，O 179％1309 42％＝ 24．O ＝ 11 ＝ 6．2 110％＝ 62．O 14 ＝＝ ＝ 7，8 178％1310 39％＝ 21，1 4％ ＝ 2．4 ＝ 124 ＝＝ ＝ ＝ 65．9 20 ＝ 10．6188％1311 51 ＝ 26，7 5 ＝ 2．6 8 ＝ 4．2 108％＝ 56，9 18％ ＝ 9．6 190％
1314 52 ＝ 27．2 7 3．7 1． 108 ＝＝ ＝ ＝ ＝ 56．5 24 ＝ 12．61911316 3 ＝ 1．9 ＝ ＝ 1471冶＝ 93．7 7 ＝ 4．4 1571焔
1317 32 ＝ 17．4 5 ＝ 2，7 ＝ 130 ＝ 70．5 17％ ＝＝ ＝ ＝ 9．4 184％ユ318 43垢＝ 23．7 6 ＝ 3．3 ＝ 115 ＝ 62．7 19 ＝ 1O．31831冶1319 42垢＝ 23．8 5 ： 2．8 ： 116 ＝＝ ＝ ＝ 65．O 15 ＝ 8．4 178％1320 27 13．7 3 ＝ 1．5 ＝ 146％＝ 74．2 21 ：； 10．6197％1321 40％＝ 24，5 ＝ ＝ 109 ＝＝ ＝ 65．8 16 ＝ 9．7 165％1324 45％＝ 25．3 ＝一 1 ＝ 110 ＝ 60．9 25 ＝ 13．8180％
〔出所〕C㎝〃洲s㈹㎞眺伽Eω舳
〔備考〕大麦とオート麦は冬蒔きと春蒔きを合計したものである。
　最も多く栽培された作物はオート麦で，作付
面積は常に50％以上，とりわけ小麦生産が拡大
するまではほぼ80％を超えていた。オート麦に
ついで多かったのは小麦であるが，1304年まで
は10％を超えることは稀であった。その重要性
が高まるのは1305年以降である。小麦についで
多く播種されたのは豆類である。すでに表1で
みたように，豆類は小麦の後作として植えられ
ることが多かったから，小麦の比重が高まった
1305年以降，播種面積はしだいに拡大した。一
時的に，おそらくは試験的に栽培された大麦は
無論，ほぼ全期間を通じて栽培されたライ麦も
面積はわずかであり，豆類が地力の維持を目的
として植えられるものであったから，このマ
ナーでは小麦とオート麦の生産を目的とする農
業経営が行われていたことになる。
　1304年まではほほ80％を超えていたオート麦
の播種面積が小麦生産の拡大にともなって縮小
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し始めたことからみて，穀物生産がオート麦か
ら小麦への転換を中心に展開されたことは明ら
かである。この点は総播種面積の推移からも確
認できる。播種面積の合計が初めて150a．を超
えたのは1301年であり，07年に160a．に達した
後，さらに播種地が拡大されて11年には190a．
を記録した。したがって，1300年代の初頭を画
期として農業経営に大きな変化が生じたことに
なるが，この時期こそがオート麦を犠牲にした
小麦生産の拡大期であった。このように，
Ebonyでは14世紀初頭に，それまでのオート麦
を中心とする農業経営から小麦生産の拡大を中
心とする積極的な経営への転換が行われた。そ
れゆえ，ここでは小麦生産の変化にスポットを
あてて分析を行う。
　当初から低調であった小麦生産は1295年から
さらに低調になり，1304年に至ってようやくそ
れまでg最大面積（1286年の16％孔）を超えた。
初めて20a．を超えた05年以降に播種地が急激に
拡大され，14年にはピークの52a．に達した。長
雨と洪水による打撃を受けて3a．にまで落ちこ
んだ16年以降も，マナーの小麦生産に対する意
欲はそれほど低下せず，依然として高い水準を
維持していた。このように，小麦生産はほぼ10
年を周期に縮小と拡大を繰り返していた。小麦
生産の変化を基準にして播種面積の変化をみた
ものが表2－2である。
表2－2　平均嗜竈面租（単位1エイカー）
158．4a．としだいに増えており，生産が順調に
拡大したことを示している。
　②小麦とオート麦は変動の動きが正反対で
あった。つまり，小麦が増加する時期にはオー
ト麦は減少し，小麦が減少した時にはオート麦
は増加した。したがって，主穀がともに増加す
る全面的な拡大はみられなかった。
　③小麦生産がピークにあった1305－14年に
は，大麦が初めて栽培されるとともに，豆類の
作付けが急激に拡大し，逆にオート麦は著しく
減少した。作物の内容面からみても，この時期
が農業経営上の転換期であったことは明白であ
る。
　④1316－24年は1305－14年の方針を軌道修正
した時期で，大麦栽培の停止，小麦とライ麦生
産の削減，オート麦と豆類の拡大がみられる。
なお，5a．以上削減された小麦であるが，異常
気象により縮小を余儀なくされた16年を除いて
計算すれば，38．5a．とピーク時とほぼ同じ水準
を維持しており，軌道修正が小麦生産の削減を
目的としたものでなかったことは明らかであ
る。
　このように，Eb㎝yではほぼ1O年ごとに穀物
生産の方針に変化がみられたが，次節では，
1305－14年の積極策への転換と！316－24年の軌
道修正がいかなる動機に基づいて行われたかを
中心に分析する。
合計
皿　生産の拡大・縮小の背景
期　間
1286－1294
129ト1304
1305－1314
131ト1324
小麦
11．8
7．3
39，1
33．5
ライ麦
4．3
4．3
4．0
2．7
大麦
7．4
オート麦
113．7
131．4
106．8
124，9
豆類
5．6
O．6
13．8
17，2
135．4
143．6
171．1
178．3
〔出所〕表2－1
　ここからは，次の諸点を指摘できよう。
　①総播種面積は増加傾向にあったが，とくに
1295－1304年から1305－14年にかけて著しく増
加しており，この時期が経営の転換期であった
ことを示している。主穀である小麦とオート麦
の合計でみても，125．5a、，138．7a．，145．9a．，
　穀物生産の拡大や縮小は領主の有利あ
るいは不利の判断にしたがって行われる
が，そうした判断の根拠となる要素とし
て，例えば，領主の穀物需要，穀物価格，
穀物の生産性，収益性などがあげられる。
この節では，これらが前節で明らかにした農業
経営面における変化とどのようにかかわってい
るかを考察する。
　1）修道院の穀物需要
　カンタベリ修道院では，GreatChartを含む
多くのマナーが納付する穀物によってその必要
Ebonyマナーの穀物生産について(1286～1324年)
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豪3　穀物の売却と舳付
小 麦 ライ麦 大 麦 オート麦 豆 類
年度 売却 ＝ 納 付 由冗 却 ＝ 納 付 売却 付 由冗 却j　　　　－bu．1 納 付 由冗 却 ＝ 納 付
qr．bu． q「一bu． q「・bu． q「・bu． qr．bu． bu． q「、 q「一bu． q「一bu． qr。bu．
12867 3≡ 3 4＝ 61 1≡ ＝＝ ＝ ＝ 1 ＝
128712 O1 18 0＝ ＝ 132 3払1 15 5＝
128834 6 2 1284＝ 11 6
128923 0＝ 14 3＝ ＝ 8＝43 ＝＝ ＝ ＝ ＝ ＝
1290 ＝ 4 1＝ ＝ 19 0＝ 6 0 4 7＝
1291ユ0 5 7 0＝ 1 41 2＝ 61 8 10 0＝＝ ＝ ＝ ＝ ＝12921 4＝ 5 0＝ ＝ 17 　　　一12均 95 4 2 O＝
12937 O1 1 5＝ ＝ 5 0＝　　＝1l 60 O 10 2＝＝ ＝ ＝ 112943 1＝ 4 0＝ ＝ 98 1o 0 10 0＝
129514 3＝ 1 4＝ ＝＝ ＝ 51 5 87 11 ＝
1296 ＝ ＝ ＝ 99 5＝ 10 0 ＝＝ ＝ 1 ＝ ＝12979 0＝ 32 5＝ 1 1865＝ 2 0＝
12983 4＝ 5 4＝ ＝ 55 12＝ 40 0 ＝＝ ＝ ＝ ＝ ＝12998 4＝ 一10 0＝ ＝ 95 1O＝ ＝
13008 4＝ ＝ ＝ 141O＝ ＝＝ ■ 1 ＝
13017 5＝ 18 　　■3％1 88 　　■7妬1　　■ ＝
13025 21 8 7＝ ＝ 1272＝ ：＝ ＝ ＝ ■ ＝130316 銚＝　　■ 5 3 ＝ 55 4％＝　　■ ＝
13047 0＝ 2 5＝ 1006＝ 3 5
130518 5＝ ＝ 2　2＝ 56 1＝ ＝＝ 　　141 ＝ ＝ 7＝130626 　　■6％l　　l 7 　　一2％1 56 8＝1 1 　　■1％1130753 4％1 13 7＝ ＝＝ ： 31
　　　l15％1　　　一 4 　　一1％1
130866 　　一5％1 11 5＝ 10　61 ？ ＝ 8 1＝＝ 一130953 　　一6ソ・1 ＝ ＝
＝ 1 1093＝ 9
　　一1％l　　l
131045 6％1 ＝ 1　0＝ 80 O 115 7％1 7 5＝131153 　　一3％1　　一 9 6＝ ＝ 22 4 87 15＝　　　＝O　l 18 1＝一 ＝ ＝131445 　　一4％1 5 7％＝　　■ ＝ 23 1 44 15 　　一1％1
131638 5120 5 6＝ ＝ 74 131＝ ＝ ＝ I 8 2％＝　　一13171 2＝ ＝ ＝ 23 O 132 　　■○拓1　　． 25 O 5 O＝
一131837 　　一2％1 5 5＝ ＝
■ ＝
60 O 89 　　．7％1　　， 17 1％＝　　一
131962 2％1 5 0 11 4％1 60 O 79 6％i 21 7＝
　　一31払1　　一
．132061 8 4＝＝ ＝ 31 4 34 51　　■ 8 　　’2松132120 7＝ 1 4＝ ＝1 ＝ 26 4 95 15％＝　　　’ 14 　　’1％：ユ32440 2％＝　　一 ＝ ＝ 43 41一 一 ユ0 4％＝
〔出所〕C㎝〃㎜∫邊㎞眺伽E肋舳
量を確保していた。納付される穀物の種類と量
は，マナーごとに異なっていたばかりでなく，
同じマナーでも1年ごとに変化していた’2〕。こ
のことは，修道院が各マナーの播種や収穫の状
況を十分に把握していたことを示すものである
が，すべてのマナーが常に穀物を納付していた
わけではなく，納付が例外的にしか行われな
かったマナーもある。Ebonyはそうしたマナー
の一つであった。このマナーの穀物の納付状況
を示したものが表3である。
　ライ麦と豆類は一度も納付されたことがな
・く，すべてマナーで売却された。小麦の納付は
生産のピークを過ぎた後の1316，17年のわずか
2年しか行われず，しかもその量は売却量の
10％にも満たなかった。オート麦は1290－94，
96，98．1317年の8年にわたって，したがって，
オート麦から小麦への転換が始まる以前に納付
が集中して行われた。量的にも，1291～93年に
は売却を上回る納付が行われており，1290年代
にはオート麦の納付を修道院から義務付けられ
Ebonyマナーの穀物生産について(1286～1324年)
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ていた感がある。しかし，1279年から1327年に
かけてオート麦と小麦を，双方ともにであるか，
いずれか一方であるかは別にして，毎年送付し
ていたGreat　Chartと比べれば1茗〕，Ebonyにお
けるオート麦の納付回数はいかにも少なく，し
たがって，1290年代の納付を一時的・例外的な
措置とみなすべきであろう。
　このように，小麦やオート麦の納付が
一時的なものであったから，Eb㎝yにお
ける穀物生産の拡大が修道院の穀物需要
を反映したものでないことは明らかであ
る。この点，修道院への納付を行うため
に生産を拡大したGreatChartとは対照
的であった。
　ところで，大麦であるが，マナーでほ
とんど栽培されなかったにもかかわら
ず，1295年の51qr．5bu．を皮切りに，
1310，11，14，17～21年の9年問に合わ
せて378qr．2bu．が修道院の穀物倉に送
られた。これらは小麦やオート麦のよう
に収穫されたものの一部ではなく，すべ
てEb㎝yマナーが購入して納付したも
のであった。金額にして£99．17s．もの
大麦を購入してまで納付したのは，修道
院が他のマナーで調達できなかった分の
確保をEbonyに命じたからであろう。
修遣院がCanterbury周辺で購入するこ
とをせず，わざわざEb㎝yから調達し
たことは，修道院が必要とする穀物はマ
ナーが供給するという原則があったこと
を示すものであろう。いずれにせよ，大
麦に対する修道院の需要はこのマナーの
穀物生産とは無関係なものであった。
　2）穀物価格
　Eb㎝yで売却された作物の平均価格は
表4に示したとおりである。この価格は，
売却が一度しか行々れなかった場合には
それを1qr．当りに換算したものであり，取引
が複数回行われた場合には取引ごとに得られた
1qr．当りの価格を単純平均したものであ糺
表4を用いて，播種面積の変動が価格とどのよ
うにかかわっていたかを明らかにするが，ここ
では，生産に占めるウエイトの小さいライ麦と
大麦，地力の維持を目的として小麦に連動して
植えられた豆類を除き，小麦とオート麦につい
てのみ考察する。
　表4からは小麦とオート麦に関して次の諸点
表4　穀物の平均売却価格（1クォーター当り）
年度 小麦 ライ麦 大麦 オート麦 豆類s．d． S．d． S．d． s．d． s．d．
12866050 4212875043 382612883830 292012893726 331290 39 382012916768 494012926860 504012936350 464012948460 5115012957468 541296 58
ユ2977050 434612989060 7012997056 56130056 3413016050 5013026450 4613036036 4013045040 393013056114646510431306574036492813075942 585413086348374732130979 4940131080 525247
131ユ8246 443813146050 42281316128132 101178
ユ3ユ7 ユ60200 829013189376 685813194534 3028132045210 33275340 3731132463 4443
〔出所〕C舳〃㎜∫舳｛刎眺加E肋色惚
を指摘できよう。
①若干の例外を除き，小麦はオート麦よりも
1s．以上高い価格で売却された。
②小麦とオート麦の価格は時代が下るにつれ
Ebonyマナーの穀物生産について(1286～1324年)
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て上昇する傾向にあり，しかも両者の動きはほ
ぼパラレルであった。
　③1316，17年に異常な高価格がみられる。こ
れは15～17年の長雨，洪水，飢饅が影響したも
ので’4〕，18年の高価格はその余波を受けたもの
である。
　②に関して表2－2で設定した期問の平均価
格を示せば，小麦は5s．9d．（1286－94年），
6s．7d．（1295－1304年），6s．10d．（1305－14
年），8s．4d．（1316－24年）であり，オート
麦は4s．2d．（1286～94年），4s．10d．（1295－
I304年），4s．11d．（130ト14年），5s．8dI（1316
一24年）であった。このように，価格が上昇し
つつあり，しかも小麦の価格がオート麦よりか
なり高ければ，マナーがオート麦を犠牲にして
小麦栽培を拡大することは当然であろう。それ
ゆえ，価格の上昇につれて小麦の生産が常に拡
大したのであれば，価格上昇が生産の拡大を促
した要因であったと結論づけることも可能であ
ろう。しかし，実際には，1295－1304年と1316
－24年に小麦生産は縮小しているのである。そ
れゆえ，価格が生産変動の唯一の要因であった
と規定することはできない。これらの時期には
価格以外の要因が働いたはずであり，以下にお
表5－1　小麦の生産性
　　　　　（収■■播覆■〕
表5－2　オート麦の生産性
　　　　　　　（収■■播竈■〕
年度
1286
1287
ユ288
1289
1290
129ユ
1292
ユ293
1294
1295
1296
1297
1298
ユ299
1300
1301
1302
1303
1304
1305
1306
1307
ユ308
1309
1310
1316
ユ317
1318
1319
1320
播種量
qr．bu．
1
4
4
4
0
1
2
4
7
0
2
7
0
6
4
1
0
2
2ソ2
41／2
4
4ソ。
2
3
7
4
0
6
2
4
収量
qr－bu．
4
2
4
6
6
6
4
0
3
3
7
4
2
2
5
2
0
0］／2
7
7
4
3
7ソ2
3％
7
8
3
0
4
4
倍率
2，40
5，50
4，23
1，06
2，79
1，10
2．19
ユ、78
3．ユ5
0，38
3，35
2，93
6，13
3，00
3，32
2－48
3，80
4，63
3，47
3，68
4，03
4．1工
4，55
3，06
3，97
2，67
3，65
4．O0
3，51
3．00
〔出所〕C㎝例㎜∫舳｛酬眺伽E肋舳
年度 播種量 収量
qr．bu． qr．bu． 倍率
ユ28652　0255　12 4．92128760　4246　2 4．09
工28857．2140　ユ0 2．46128956　0126　91／22．26129050　2207　14 4．15129158　8213　5 3．65129256　0167　ユ2 3．00129357　822ユ　12 3．861294 63　11 205　6 3．22
129564　14 288　8 3，52
ユ29666　1288　15 4，37129760　8212　4 3．51129868　8214　2 3．13129967　21／261　9 3．89
130065　7205　6 3．14130169　1238　2 3．451302 59　ユ1 170　8 2．86
130361　9223　4 3．63130462　2166　15 2．69
ユ305 52　15 1211ユ1／22．30
130653　4101　31／21．90130745　0124　ユ31／2 2．77130859　10 179　2］／2 3．00
ユ30955　4188　14 3，42131062　0230　6 3．72131673　12 234　0 3．17
ユ31765　0202　2 3．11131857　8201　41ノ。 3．50131958　0174　0 3．00
ユ32073　4210　91／22．88
〔出所〕0舳榊洲舳〃㎝眺〃Eω舳
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いては，これを問題にする。
　3）穀物の生産性
　小麦とオート麦の生産性を示したものが表5
－1，表5－2である。本稿では，土地の生産
性ではなく，種子の生産性，すなわち収量を播
種量で割った収穫倍率（yiεld　ratioper　seed）
を用いた。
　はじめに，小麦の生産性と播種面積の関係を
問題にする。
　極端に低い倍率が並ぶ1290年代前半が最も生
産性の低かった時期で，その後しだいに数値は
高くなり，1300年代後半に最も高い水準に達し
た。13ユ6年以降には若干の低下がみられ，1295
～1304年とほぼ同じ水準になった。これを1286
－94年，1295～1304年，1305－14年，1316～24
年の平均倍率の形で示すと，それぞれ2．69，
3．35，3．90，3．37となる。小麦生産が最も低調
であった1295～1304年に生産性が著しく上昇し
たのは，小麦がおそらくは最も肥沃な耕地に限
定して栽培されたためであろう。生産が著しく
拡大された1305－14年に生産性が最も高くなっ
たのは，後に述べるように，泥灰土や石灰が散
布されたからであり，1316～24年に低下したの
は石灰肥料の散布が中止されたからである’5）。
　1295－1304年の生産性は直前の時期よりかな
り高く，一見したところ，この時期に小麦生産
が最も低調であったことと矛盾しているかのよ
うである。しかし，平均収穫倍率3．35は，上で
述べたように，播種地が限定された結果を示す
ものであって，これらは決して矛盾するもので
はない。生産の縮小は，むしろ，直前の時期の
生産性と関連づけて論じられろべきである。す
なわち，1286－94年に生産性がかなり低かった
こと，より具体的に言えば，1289年以降に生産
性が極端に低下したことが，95年からの小麦生
産の縮小を引き起こしたと考えるべきである。
逆に，1295－1304年に生産性が著しく改善され
たことが，1305－14年の小麦生産拡大の契機と
なったのである。
　このように，直前の数年間の生産性はその後
の生産の拡大や縮小を規定する重要な要因で
あった。しかし，これが小麦生産を規定する唯
一の要因であったと考えることはできない。な
ぜなら，1305～14年に収穫倍率が最も高い水準
にあったにもかかわらず，直後の1316～24年に
小麦生産が縮小されたからである。したがって，
この時期の縮小は生産性以外の要因で説明され
るべきである。
　つぎにオート麦の生産性と播種面積の関係を
考察する。
　平均収穫倍率は1286～94年が3．51．1295－
1304年が3．42．1305－14年が2，85．1316～24年
が3．13であった。平均播種面積はそれぞれ，
113．7a、，131．4a．，106．8a．，124．9aである。
したがって，1295－1304年の生産性が高かった
にもかかわらず1305－14年に作付面積が縮小し
たことと，1305－14年の生産性が低かったにも
かかわらず13ユ6－24年に作付面積が拡大したこ
とは，生産性と播種面積に関するこれまでの説
明と矛盾する。これらをどのように解釈すべき
であろうか。
　1305－14年の縮小は生産性とは無関係な政策
的な縮小であった。つまり，1295～1304年のオー
ト麦の生産性は高い水準にあったものの，小麦
の生産性も高く，すでに述べたように，より高
い価格で売却できる小麦の播種面積を増やすた
めにオート麦を犠牲にしたものである。1316－
24年の拡大も，小麦の播種面積の縮小と大麦生
産の中止による穀物生産の縮小を回避するため
に行われたもので，生産性とは無関係な政策的
な拡大であった。
　このように，小麦生産に重点が移ってからは，
オート麦は従属的な位置におかれ，その作付け
は政策的顧慮をもって拡大され，あるいは縮小
されたのである。したがって，オート麦に関す
るかぎり，生産性は二義的な意味しかもたな
かったように思われる。
　以上，1295～1304年の小麦生産の縮小を生産
性とのかかわりで説明することができた。残さ
れた課題はユ316－24年の小麦生産の縮小を説明
一することである。これを農業収益の観点から説
明する。
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　4）艘薫収益
　農業経営の収益計算には大きな困難がつきま’
とい，正確な数値を得ることは事実上不可能で
ある。例えば，修道院に納付された穀物は評価
額といった近似値を用いざるをえないし，家畜
群の一部にしかすぎない農耕用牛馬の飼育費用
を牧畜経営費全体から切り離して算出すること
も困難である。このため，本稿では以下の手続’
きによって収入，支出，収益を求めた。
　「収入」はマナーで売却された穀物の売上高
に納付された穀物の評価額を加えたものであ
る。「支出」は，会計報告書のなかの農業関連
費目から，上級役職者として複数のマナーの管
理を行っていた舳サo∫（monkwarden）とbα〃4・
舳（SteWard〕への支払い，固定資本である穀物
倉や納屋などの建築・修繕費，マナーそのもの
の維持費である堤防や干拓の費用，家畜あ購入
費などを控除したもので，穀物の購入費，牽と
荷車の購入・修繕費，石灰肥料の散布費用，除
草などの直接的な農作業費，荘役と下役（b2伽
〃洲，beadle）への支払い，農業・牧畜経営の基
幹労働力であるファムルスの給金を合計したも
のである】6〕。
　マナーの穀物生産はこのような支出をとも
なって行われたが，本稿で問題とするのはその
生産高ではなく，余剰である。したがって，収
穫のうち，種籾，現物給，飼料など再生産に必
要な部分を費用面に現れない経常支出として処
理し，売却されたり，納付された余剰分のみを
収入とした。それゆえ，ここでの「収益」は，
余剰穀物の評価額とそれを生産するために投入
された費用との差額である。厳密さを欠くこと
は否定できないが，これを用いて1316－24年の
小麦生産の縮小を説明する。
　Ebonyマナーの収入，支出，収益の推移を示
したものが表6－1であるが，これには納付を
目的として購入された穀物は含まれていない。
納付を目的とする購入がマナーの穀物生産とは
無関係なものだからである。この表からは以下
の諸点を指摘できよう。
　①1286～94年：収入は£15を下回る年が多
表6－1　収入・支出・収益
年度 収入 支出 収益£　s．d． £　S．dI £　s．d．
1286 1519　0 11　8　4切 410　7％
1287 34　8　8％ 810　5％ 2518　2％
128823　28拓 9　1　4 14　14％
1289 13　1　2 101810％2　23％
1290 51711％ 9　6　8％ ▲38　9％
1291 33　5　9 1010　6妬2215　2％
1292 3012　2 10　510 20　6　4
1293 19　5　6％ 12　4　4 7　12％
1294 3617　7弘10114％ 26　6　2％
1295 3016　0 81751冶 2118　6払
1296 3211　2％ユ2　7　2％ 20　311％
1297 5610　3％10　5　1 46　5　2切
ユ298 3614　9 9117％273　1％
1299 32　9　6 9　311 23　5　7
1300 2516　9 9　5　5％ 1611　3％
1301 281910％817　4 20　2　6％
1302 34　6　4 8　210％ 263　5％
1303 1618　6％1212　7％4　511％
1304 2210　3 151411％6153％
1305 261710始22ユ79払 4　0　1払
1306 22　4　1 276　5％ ▲5　2　4拓
1307惟〕 28　5　5％ 〈26185妬〉〈170〉
ユ308 32　3　5％ 14　4　2妬 1719　2％
1309 46　4　5 2113　1 2411　4
13104819　5％221411地264　6％
131ユ 40　5　8 161510拓2399％1314 2515　7 13　9　0％ 12　6　6％
1316 7313　3％1913　9 5319　6％
1317 73　4　4％ 46901冶 261541九
1318 5311　8％1118　ユ拓 4112　8％
1319 32　611払10　211 22　4　01九
132020138拓 912　9 111011］冶
1321 241510％10　8　2 14　7　8％
ユ324 2514　1 9　8　4 16　5　9
〔出所〕C舳抑洲s鮒伽洲s伽E肋ε物
〔備考〕▲はマイナスを表わす
〔注〕「荘役・下役への支払い」と「ファムルスの給金」
　　　が不明なためそれぞれ1306，08年の金額の平
　　　均値をあてた。このため「支出」と「収益」は近
　　　似値で示してある。
く，最も低い水準にあった。支出も他の時期よ
り少なかったが，収入の水準を反映して，収益
はかなり少なくなっている。
②1295－1304年：収入は£30を超える年度
が多くなり，直前の時期に比べてかなり改善さ
れている。支出も決して多くなく，収益は03，
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04年を除いてほぼ£20を超えた。
　③1305－14年：収入は09－11年が高い水準に
あった結果，全体としてはかなり多くなってい
る。しかし，小麦生産のピーク時であることを
考えれば予想外に少ない。支出はかなり増えて
おり，この結果，収益はかなり少なくなってい
る。
　④1316－24年：15－17年の長雨，洪水，飢鐘
による穀物価格の高騰を反映した16－18年の異
常な高収入により，この時期が最も収入が多い
が，19年以降にはかなりの減少がみられる。
16，17年に支出が多かったものの，高収入が幸
いして収益もかなり多い。
　　　表6－2　収入・支出・収益の平均
　　　　　収入　　　　支出　　　　収益期問　　　　£　　s．　d．　£　　s．　d．　£　　s．　d．
1286－1294　　23　　12　　　3　　10　　　6　　　5　　13　　　5　　10
1295－130431ユ541091021561305－1314331702015013201316－132443871616326124
〔出所〕表6－1
　収入，支出，収益の平均を示した表6－2に
より，上に述べたことを確認する。
　収入はしだいに増加しているが，支出は小麦
生産が活発であった1305－14年に突出して多
かった。この結果，収益は1316－24年が最も多
く，1295～1304年がこれに次いで多い。最も少
なかったのはユ305－14年で，ユ286～94年とほぼ
同程度であった。したがって、小麦生産が低調
であった時期のほうが活発だった時期よりも経
営状態が良好だったことになる。G．eat　Chart
においてもみられる’一〕，矛盾に満ちたこの結果
こそが，1316－24年に小麦生産が縮小されたこ
とを，同じことであるが，1305年に始まった小
麦生産の拡大が14年に終了したことを，説明す
る鍵である。
　小麦生産の拡大がなぜ収益の悪化を招いたの
か。これを表7を用いて具体的に考察する。表
7では小麦生産が低調であった時期を，これま
での1295－1304年ではなく，1297～1304年に限
定して示してある。小麦生産がピークにあった
期問とデータの数をそろえたためである。この
ため，この時期の収入，支出，収益の平均値は
表6－2とわずかながら異なっている。
　ユ297－1304年の収入，支出，収益の平均はそ
れぞれ，£31．15s．9d．，£10．9s．3dリ£21．
6s．6d．で，1305－14年のそれは£33．17s．，
£20．15s．，£13．2s．である。したがって，ノj・
麦生産の拡大は£2．1s．3d．の収入の増加，£
ユ0，5s．9d．の支出の増加，£8．4s．6d．の収
益の減少をもたらしたことになる。収益の悪化
は何よりも支出の著しい増大に求められるが，
収入の伸び悩みも原因の一端であった。
　収入の伸び悩みは，基本的には，小麦生産の
拡大がオート麦生産の縮小をともなったことに
起因する。例えば，1305－14年の小麦の平均売
却量は45qr．4bu．で，1297－1304年（8qr．）
より約37qr．増加したのに対し，オート麦の売
却・納付量は71qr．9bu．で，1297－1304年（108
qr．9bu．）より37qr．減少した。これを金額で
示すと，小麦は£ ．1 s．10d．から£15．3s．7
d．に£12．11s．9d．増加したものの，オート麦
は£26．9s．5d．から£15．9s．1d．に£i1．O
s．4d．減少しており，差し引き£1．11s．5d．の
増加にしかならなかった。したがって，小麦の
増加分のほとんどがオート麦の減少分で相殺さ
れたことになる。それゆえ，オート麦を犠牲に
した小麦生産の拡大であったことが収入増の
ネックになったのである。
　支出の内訳について1305～14年と1297－1304
年を比較すると，穀物の購入費と泥灰土・石灰
の散布費用，農作業費の3費目においてかなり
の開きがみられる。これらの平均値を求めると，
穀物の購入費は£5．15s．7d．と£1．8s，泥
灰土・石灰の散布費用は£5．14s．4d、と£1．
5s．，農作業費は£2．10s．9d．と£1．8s．11d．
になり，3費目のみで超過支出分（£10．5s．
9d．）の約97％を占めた。
　穀物の購入費は，納付を目的とした購入分を
除外したものであり，すべて農業経営を続ける
上で不可欠な費用である。穀物は，多かれ少な
かれ，播種用，支給用などにほぼ毎年購入され
Ebonyマナーの穀物生産について(1286～1324年)
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ていた。1305～14年には1297－1304年よりも£
4以上多く支出されたが，そのほとんどはファ
ムルスに支給された大麦の購入費である蛆〕。そ
れまではオート麦が支給されていたが，播種面
積の削減によって収量が減少したため，オート
麦に代えて大麦が支給されるようになった。こ
れが1305年に大麦栽培が開始された背景である
が，収穫だけでは支給分を満たせず，年平均£
4．1s．5d．の大麦の購入が行われた。したがっ
て，この支出の増加分もオート麦を犠牲にした
小麦生産の拡大によって生じたものである。
　泥灰土と石灰の散布は1303年に初めて行わ
れ，以後11年まで続けられた。それゆえ，小麦
生産の本格的な拡大に先立って行われ，ピーク
に達する直前に中止されたことになる。泥灰土
や石灰は，言うまでもなく，石灰分が乏しい土
壊を改良するために散布されたもので，アップ
ランドのみならずマーシュランドにおいても，
また，小麦の播種地のみならずオート麦の播種
地においても散布された。作付けの拡大による
生産性の低下を恐れて石灰肥料が散布されたこ
とは明らかである。したがって，小麦生産の拡
大が散布費用の増加をもたらしたことになる。
農作業費の£1以上の増加も播種地の拡大にと
もなうものであり，それゆえ，1305～14年の支
出の増加分のほとんどは小麦生産の拡大にとも
なう，止むを得ざる出費であった。
　以上から明らかなように，1297－1304年に比
べて£10．5s．9d．も多く支出して小麦生産を
拡大したにもかかわらず，収入は£2．1s．3
d．しか増えず，収益は増えるどころか，£8．
4s．6d．も減少したことになる。すなわち，価
格と生産性の上昇をきっかけとして小麦生産を
拡大したものの，オート麦の収量が減少したた
めに収入はそれほど増えず，逆に，泥灰土や石
灰の散布費用，支給用の大麦の購入費などの出
費がかさみ，予想に反して収益が悪化してし
まった。この結果，小麦生産の拡大政策に修正
を加えざるをえなくなった。これが，1305年に
始まった積極経営がほぼ10年で断念された最も
大きな理由である。この点ではGreatChartと
ほぼ同じであった’帥。
　以上，小麦生産の拡大がなぜ短期的な現象に
終わったかを収益性の面から説明したことにな
るが，景後に，1316－24年の穀物生産に簡単に
触れておきたい。
　商品作物としては小麦のほうがオート麦より
すぐれていた。このため，軌道修正を余儀なく
された16年以降においても，マナーの小麦生産
に対する意欲は衰えず，その作付面積はわずか
しか縮小されなかった。大麦栽培の中止，ライ
麦畑の削滅によってオート麦の播種面積を回復
すると同時に，泥灰土や石灰を散布する代わり
に豆類の作付けを増やした。その結呆，総播種
面積は最高の水準に達した（表2－1，表2－
2参照）。これが1316－24年の軌道修正の内容
である。石灰肥料の散布が行われなくなったに
もかかわらず小麦の削減が小規模にとどまった
のは，散布期間中の生産性が最も高い水準に
あったためであろう　（表5－1参照）。泥灰土
を散布したにもかかわらず生産性が低下し，小
麦の生産を大幅に縮小せざるをえなかった
GreatChartと大きく異なる点である。
　1316－24年の収入，支出，収益の平均はそれ
ぞれ，£43．8s．7d．，£16，16s．3d、，£26．
12s．4d．で，1305－14年に比べて収入と収益が
それぞれ，£9．11s．7d．，£13．10s．4d．増え，
支出が£3．18s，9d．減少した（表6－2参照）。
それゆえ，収支内容が著しく改善されたことに
なるが，これはすべて16－18年の異常な高価格
による高収入がもたらしたものである（表4，
表6－1参照）。この3年を除いた19－24年の
みでみると，収入，支出，収益の平均はそれぞ
れ，　£25．7s．　8d、，　£9．18s．　1d．，　£　15，　9s．
7d、となり，いずれも穀物生産が最も低い水
準にあった1286－94年とほぼ同程度の数値にな
る。収入と収益の低下は穀物価格の低落によっ
てもたらされたものであるが加〕，穀物生産が最
も高い水準にあり，しかも小麦とオート麦の生
産性がとくに低かったわけではない1319～24年
の収支内容が，生産水準の最も低い1286－94年
と同程度であったということは，このマナーの
Ebonyマナーの穀物生産について(1286～1324年)
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穀物生産の将来が決して明るくないことを暗示
するものである。
M　結　　語
　以上が，1286年から1324年のおよそ40年問に
わたってEbonyマナーで展開された穀物生産
の分析である。これまでの論点を要約すれば，
以下の諸点になる。
　①小麦生産の拡大期にはオート麦生産は縮小
し，小麦生産が低調な時期にはオート麦生産は
活発であった。このことは，Eb㎝yマナーでは
小麦とオート麦の同時的な生産の拡大が不可能
であったことを示している。
　②1305～14年にはオート麦の播種面積を削減
して小麦生産が急激に拡大されたが，小麦の播
種地はほぼインフィールドに限定されており，
アウトフィールドでは例外的にしか栽培されな
かった。
　③小麦生産の急激な拡大は，1295～1304年の
小麦価格の上昇と生産性の向上を背景として行
われたものであり，修道院の穀物需要とは無関
係であった。
　④土壌が劣悪であったため，生産の拡大時に
は泥灰土と石灰の散布が行われた。小麦がイン
フィールドに限定して栽培されたこともあり，
石灰肥料の散布効果は大きく，播種地の著しい
拡大にもかかわらず生産性は上昇した。
　⑤小麦生産を大幅に拡大したにもかかわら
ず，支出の増加に見合う収入の増加を実現でき
ず，収益はかえって悪化し，考察期問を通じて
最も低い水準にあった。
　⑥収益を悪化させた要因として，収入面では
増加した小麦の売却収入のかなりがオート麦の
減少分で相殺されたこと，支出面では泥灰土や
石灰の散布費用，支給用の大麦の購入費などが
大きく増えたことがあげられる。
　⑦収益性の悪化こそが1305年に始まる小麦生
産の拡大をほぼ10年問で終わらせ，16年以降の
小麦生産の縮小を引き起こした原因である。石
灰肥料の散布によって生産性が上昇したため，
1316～24年の縮小規模はわずかなものにとど
まった。
⑧収益額が最も多かったのは131ト24年であ
るが，一異常な高価格の年度を除いた19－24年の
みでみると，その額は1295～1304年よりかなり
少なくなる。それゆえ，小麦生産が最も低調で
あった時期の収益が実質的には最も多くなる。
　以上のように，カンタベリ修道院の1マナー
であるEbonyでは，小麦の価格上昇と生産性
の向上を契機として，14世紀初頭に小麦生産を
著しく拡大したものの，支出の増加に見合う収
入の増加を実現できず，収益の悪化を招いて小
麦生産の縮小を余儀なくされた。拡大の動機や
小麦の播種状況，生産性など種々の点で異なる
ものの，Great　Chartでも収益の悪化が小麦生
産縮小の原因になっていたから，カンタベリ修
道院に属する二つのマナーでほぽ同じ時期に同
じ理由で小麦生産が縮小したことになる。収益
の低下を理由とする穀物生産の縮少がこの修道
院 他のマナーにおいてもみられるかどうか，
さらには，他の所領についてはどうか，これを
検討することが筆者の今後の課題である。また，
EbonyにおいてもGreatChartにおいても，ノ』・
麦生産あるいは穀物生産が不活発な時期のほう
が活発な時期よりも収益内容が良好であった。
このような矛盾に満ちた結果が何を意味するの
か，これを明らかにすることも筆者の今後の課
題である。
1）
2）
3）
　　　　　　　　注
　「ユ3・14世紀のGreat　Chartマナーにおける直営
地耕作について」（『阪南論集』社会科学編　第27
巻第1号，1991年）。以下においては，拙稿「Great
Chartマナー」と略称する。
　史料はCanterbury　Cathedral　Arch1ves　andLib－
raryが所蔵するもので，筆者が利用したのはそこ
から入手したマイクロ・フィルムである。
この修道院の会計年度はミカエルマス（9月29日）
から翌年のミカエルマスの前日までの1年であり，
暦年では2ヵ隼にまたがる。例えばエドワードI
世の治世第14年（1286年）の荘役会計報告書は，
1285年の9月29日から1286年の9月28日までの1
年問のマナーの経済諸活動を記録したものである。
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　それゆえ，会計報告書にもとづいて年代を示す場
　合，正確には1286会計年度として暦年と区別する
　必要があるが，表記の便宜上，本稿ではこれを単
　　に「1286年」とした。したがって，1286年は，若
　干の例外を除き，原則として1286会計年度を表わ
　す。
4）　　Ann　Smith，’A　geographic副1study　of　agricu肚ure
　on　the　Kentish　manors　of　Canterbury　Cathedral
　Priory1272－13791｛unpublished　M．A．thesis，Liver－
　poo1　Univ．，1961〕p．48；R－A．L．Smith，　C血〃θrb刎η
　　C〃伽伽α’P㎞αワ：λ　∫サ伽ψ伽〃o㎜sκcλd伽伽｛8〃皿・
　　炊㎜，Cambridge　Univ．Pr．，1943，p．173．
5）　　R．A．L．Smith，ψc砿．p．166．
6）　1286－1324年の34年間の支出総額は£212．10s．
　　11d．であり，毎年£6．5s．支出されたことになる。
　　最も少なかった1296年にはわずか9s．1d．しか支
　　出されなかったのに対し，最も多かった1288年に
　　は£24．4s．5d．もの費用が必要であった。
7）　　Ann　Smith，ψc枇，p．27．
8）　　E．Mi”er　＆　J．Hatcber．　ル吃幽〃σ’　E〃4α伽d■R仇吻1
　　∫oo｛召妙α〃Eω伽㎜化Cんα閉g艀1086－1348，Longman．
　　ユ978，pp．93－4；拙稿「ユ4世紀前半のカンタベリー
　　司教座聖堂付属修道院領マナーにおける穀物輪作」
　　（『星陵台論集』第13巻第2号，1980年）
9）　耕地区分についてはA㎜Smithにしたがった。
　　Am　Smith．ψ漱，Figure　XLこの他にも固有名詞
　　のついていないものも含めて，いくつかの耕地が
　　存在する。そのほとんどはマーシュランドである
　　と考えられるが，耕地区分が判然としないため，
　　掲載しなかった。
10）
11）
12）
13）
14）
15）
16）
17）
18）
19）
20）
　Ann　Smithは，O．BotfeideやP．Donne，Vetus　For－
stalleなどをアウトフィールドに分類している。
d伽σ
　前掲拙稿「G．eat　Cha．tマナー」81－82頁。
　拙稿「13・14世紀におけるカンタベリ修道院と
ノリッチ修道院の穀物調達について」（『星陵台論
集』第17巻第1号，1984年）18－21頁。
　前掲拙稿「Great　Chartマナー」86頁。
　R．A．L．Smith，ψc仇，pp．125－6．；J．Z．Titow，‘Evi－
dence　of　we副ther　in　the　account　rolls　oi　the　Bishop－
ric　of　Winchester1209－1350’（Ec㎝omic　History
Review，2nd　series．XII．1959－60〕pp．384｛7．
　Great　Chartでは，泥灰土の散布にもかかわらず，
生産性が著しく低下した。小麦がアウトフィール
ドで盛んに栽培されたためであろう。前掲拙稿
「Great　Chartマナー」81－3，90～1頁。
　地代を納付する農民がこのマナーには居住して
いなかったようであり，ファムルスが農作業に加
えて堤防工事なども行っていたようである。
R．A．L．Smith，ψc仇，p．173．
　前掲拙稿「Great　Chartマナー」94頁。
　この間の支給用大麦の購入総額は£32．11s．5％d．
であり，年平均£4．2s．5d．支出されたことにな
る。
　前掲拙稿「Great　Chartマナー」92－4頁。
ユ9－24年の売却価格の平均は小麦が5s．1d．，オー
ト麦が3s．7d．で，価格が最も低い水準にあった
ユ286年一94年をも下回った。
（1994年5月30日受理）
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